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本資料は三郷市議会議員 鈴木優作が独自に作成した資料であり、三郷市の公式発表ではありません。 
掲載内容は令和 8年 3月定例会の施政方針および一般質問に基づいています。 

 

令和8年度の三郷市予算は617億 5,000万円。市税収入の増加により財政基盤が安定する中、「必要な支援

が、必要な方に、確実に届く」市政を目指しています。制度を知らなかったから使えなかった――そんなことが

ないよう、申請不要で届く仕組み、子どもの無料の居場所、働く人の待遇改善に取り組んでいます。 

3月定例会のポイント 

市の新事業  三郷市の施政方針に基づく事業 鈴木の一般質問  鈴木優作が議会で取り上げた内容 

 

市の新事業 こども誰でも通園制度 ― 理由を問わず一時保育が利用可能に 

高州保育所・早稲田保育所の2か所で「こども誰でも通園制度」がスタートします。これまで保育所を利用し

にくかった方も、必要な時にお子さんを預けられます。「共働きで急な用事」「面接や就職活動」「体調不良

の時」など、理由を問わず利用できる点が最大の特徴です。仕事と育児の両立を支え、就労機会の拡大にもつ

ながる制度です。利用状況を見ながら今後の施設拡大も検討される見込みです。 
施政方針 

 

市の新事業 こどもの居場所が拡大 ― 無料で安全に過ごせる場所が増える 

プレーパークの実施と市独自の認定制度が始まります。認定を受けた団体には市のサポートが付き、場所の確

保や安全管理の支援が受けられます。放課後や休日に、子どもが無料で安全に過ごせる場所が増えることは、

学童保育の費用負担が気になる世帯にとっても大きなメリットです。市民・団体・企業との協働で運営される

ため、地域の見守り力も高まります。 
施政方針 

 

市の新事業 学校の校舎改修と ICT環境強化 ― 公立学校の教育環境を底上げ 

彦成小・丹後小の屋上防水・外壁塗装等の外部改修を実施。小中学校のネットワーク機器も全面更新し、セキ

ュリティ対策を強化します。公立学校の環境がしっかり整備されることは、すべての子どもに等しく質の高い

教育を提供するための基盤です。北部図書館の大規模改修も実施され、無料で本が読める環境も改善されま

す。 
施政方針 
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市の新事業 防災プラザみさと開館 ― 避難拠点の充実 

南部地域に「みんなの防災プラザみさと」が開館します。VR体験コンテンツも整備され、無料で防災を学べる

施設です。地域の避難拠点としても機能し、災害時の物資配布拠点にもなります。住んでいる地域の避難先を

事前に確認しておくことは、いざという時の安心に直結します。 
施政方針 

 

 

鈴木優作の一般質問 

以下は令和 8年 3月定例会で鈴木優作が市に対して要望・提案した内容です。決定事項ではなく、実現に向けて引き続き働き

かけてまいります。 

📱 三郷市LINE公式アカウントに登録しませんか？ 
鈴木が議会で要望している内容の多くは、LINE 公式アカウントの活用に関わるものです。まずは友だち追加して、三郷市の最新

情報を受け取ってください。巻末のQRコードから登録できます。 
📋 一般質問の詳細はこちら → yusaku-suzuki.com/council-qa-202603 

 

鈴木の一般質問 LINE公式アカウントで支援情報が手元に届く 

一般質問でLINE公式アカウントの活用拡大を要望しました。行政情報をLINEに集約し、居住地域や属性に応

じたセグメント配信を実現することで、減免制度、支援金、健康診断の無料受診案内など、必要な情報が手元

に届く仕組みを目指しています。スマホさえあれば無料で利用でき、わざわざ市役所に行かなくても情報が得

られます。ぜひご登録ください。 
一般質問 

 

鈴木の一般質問 AI 活用で福祉サービスの質を向上 

一般質問でAI 活用と法的整理の推進を取り上げました。行政のAI 活用が進めば、福祉窓口での相談対応の質

が向上し、一人ひとりの状況に合った支援制度を自動的に提案できるようになります。職員がAI のサポートを

受けて業務を効率化することで、相談にじっくり時間を割ける体制を構築できます。近隣自治体との広域連携

によるシステムコスト削減も提案しており、浮いたコストを福祉サービスの充実に回すことが可能になりま

す。 
一般質問 
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鈴木の一般質問 自主防災組織の連携 ― 共助の網の目で守る 

一般質問で自主防災組織の連携を取り上げました。災害時に最も支援が必要なのは、日常から生活に困難を抱

えている方々です。自主防災組織間のデジタル連絡体制を構築し、「この地域に支援が必要な方がいる」とい

う情報を迅速に共有できる体制を目指しています。電話がつながりにくい災害時でも、インターネット回線は

比較的早く復旧します。「共助の網の目からこぼれ落ちる人をゼロにする」ことが目標です。 
一般質問 

 

鈴木優作より 

「知らなかった」で支援が届かないことが一番の問題です。プッシュ型行政で市役所側から手を差し伸べ

る仕組み、子どもの無料の居場所の拡充、働く人の待遇改善、手続きの簡素化。生活の底上げに取り組み

ます。LINE公式アカウントに登録すれば、減免制度や支援情報が手元に届きます。お困りのことがあれ

ば、お気軽にご連絡ください。 

 

LINEで友だち追加してください 

三郷市 
LINE 公式アカウント 

 
三郷市公式の情報配信 

三郷市最新ニュース 
from 鈴木優作 

 
防災・イベント・行政情報 

鈴木優作 
LINE 公式アカウント 

 
市政相談・ご意見ご要望 

📋 一般質問の詳細 → yusaku-suzuki.com/council-qa-202603 

 
QRコードをスマホのカメラで読み取るだけで友だち追加できます 


